
2022年 評価

確認手段としてWWFジャパンのチェックリストを使用しています。

※調査対象は、ミサワホームの木材調達指針と同じく、木質系工業化住宅の構造体のみです。

※年間木材使用量：129,551 ㎥/年　、年間使用原木量：259,103 ㎥/年

（樹種別）得点 個別評価

ダグラスファー カナダ 15.99% 68.7 Ｂ

スギ 日本 4.64% 67.5 Ｂ

クルイン インドネシア 4.28% 100.0 S

ラーチ ロシア 2.55% 63.8 Ｂ

ヒノキ 日本 2.17% 75.2 Ｂ

カラマツ ロシア 1.50% 73.6 Ｂ

カポール インドネシア 1.16% 63.8 Ｂ

カラマツ 日本 1.14% 68.8 Ｂ

オクメ カボン共和国 0.07% 63.80 Ｂ

33.50% 72.6 Ｂ

スプルース フィンランド 32.95% 80.2 A

スウェーデン 4.49% 70.3 Ｂ

フィンランド 3.27% 69.8 Ｂ

ドイツ 2.42% 77.1 Ｂ

スロベニア 0.21% 77.1 Ｂ

オーストリア 0.20% 77.1 Ｂ

ロシア 0.05% 77.1 Ｂ

トドマツ 日本 4.75% 60.7 Ｂ

48.33% 76.5 Ｂ

ポプラ 中国 4.15% 70.8 Ｂ

スギ 日本 2.24% 41.7 Ｃ

ラーチ ロシア 1.14% 70.2 Ｂ

カラマツ 日本 1.14% 70.2 Ｂ

ダフリカカラマツ ロシア 0.22% 100.0 S

8.90% 64.0 Ｂ

フィンランド 6.95% 69.5 Ｂ

ドイツ 0.06% 77.1 Ｂ

スウェーデン 0.40% 63.7 Ｂ

ロシア 0.01% 77.1 Ｂ

スロベニア 0.0004% 64.9 Ｂ

スプルス フィンランド 0.90% 64.9 Ｂ

トドマツ 日本 0.75% 61.7 Ｂ

カラマツ 日本 0.21% 64.9 Ｂ

9.28% 68.1 B

100% 73.3 B

➊　ＷＷＦジャパン　チェックリスト評価　

自己評価

ウッドショックによる欧米材の調達難は緩和されましたが、ロシアウクライナ侵攻により合板用ロシア材（認証材）の調達難が続きました
が、その代替材として国産材を採用せざるを得なくなりました。このような状況の中、各調達先の協力により、合法木材の調達１００％を
維持しつつ、認証材率低下を最小限に抑えることができました。カーボンニュートラルを見据え、今後の評価を認証材率を国産材と輸入
材に分けるなど検討し、引き続き安全な木材の提供に努めお客様にとって安心安全の住まいを提供します。
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チェックリスト評価

合　板

計

芯材
ホワイトウッド

計

➋　ＷＷＦジャパンのコメント

ミサワホームの木材調達に関する2022年度評価は、WWFジャパンの「森と人をつなげる“チェックリスト”」による評価

で73.3点となり、2021年度と同様のB評価となりました。ロシア・ウクライナ危機により木材調達が困難となる中、国産

材への切り替えなど、様々な対応が求められた一年だったと思料します。国産材はまだ森林認証が十分に普及していないた

め、国内のサプライヤーへの訪問調査などを通じて丁寧な情報収集を行っています。また、木材の産地リスクを確認したう

えで高リスク産地を避けたり、FSC認証を活用したりして、引き続きリスク管理を徹底しています。国際社会ではネイチャ

ーポジティブに向けて生物多様性保全の重要性がますます強調されていますが、まず問われるのはこうした地道なリスク管

理です。ミサワホームには引き続き、確実な木材デューデリジェンスを実施しながら、ネイチャーポジティブに向けた取り

組みでも業界をけん引していただくことを期待します。

WWFジャパン 自然保護室 森林グループ長 相馬 真紀子（そうま まきこ）
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